




















































学因子、 X線照射条件および残留応力状態が、回折フ。ロファイル、 2e -sin2ゆ線図および残留応力測定値
に及ぼす影響を明らかにするとともに、幾何学因子と応力測定値から円周方向残留応力を求める実用推定
式を提案している。
次に、非破壊残留応力測定がきわめて困難とされている狭障部湾曲面における応力測定技術の開発を目
的として、湾曲面上でX線照射面積を変化させるときに生じる回折ピークのシフトを利用して湾曲面の残
留応力を測定する照射面積変化法を提案し、実験によりその妥当性を実証している。
最後に、狭隆部湾曲面上で表面残留応力分布に偏りがある場合に対応する測定技術を開発することを目
的として、直交二方向応力の分布状態を一方向からの多点応力測定により推定する方法を考案し、実験に
よりその妥当性を明らかにしている。
以上のように、本論文は、これまでのX線応力測定法では測定が困難であった湾曲部の残留応力を精度
良く測定する技術を開発しており、その優れた研究成果は、機械工学における生産加工分野の発展に寄与
すること大である。よって、本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格を有するものと認める。
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